
『
病
気
の
地
図
帳
』

山
口
　
和
克

病
気
が
、
イ
ラ
ス
ト
と
写
真
入

り
で
解
り
や
す
く
収
録
さ
れ
て
い

る
ま
さ
に
病
気
の
地
図
帳
。
健
康

は
自
ら
が
守
り
ま
し
ょ
う
と
警
告

し
て
い
る
。
し
か
し
、
神
経

質
に
な
り
過
ぎ
て
も
ス
ト
レ

ス
病
が
頭
を
も
た
げ
る
。
人

体
は
微
妙
な
り
と
教
え
て
も

い
る
。

（
講
談
社
）

『
彼
の
手
は
語
り
つ
ぐ
』

パ
ト
リ
シ
ア
・
ポ
ラ
ッ
コ

ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
の
さ
な

か
、
文
字
を
読
め
る
黒
人
ピ
ン
ク

ス
と
文
字
を
読
め
な
い
白
人
シ
ェ

ル
ダ
ン
は
出
会
っ
た
。
「
た
と
え

奴
隷
で
あ
ろ
う
と
も
本
当
の
主
人

は
、
自
分
で
あ
る
」
と
ピ
ン
ク
ス

は
言
っ
た
。
人
と
し
て
正
し
い
こ

と
は
何
な
の
か
を
問
う
一
冊
。

（
あ
す
な
ろ
書
房
）

『
餓
死
し
た
英
霊
た
ち
』

藤
原
　
　
彰

太
平
洋
戦
争
で
散
っ
た
命

は
名
誉
の
戦
死
で
は
な
く
、

餓
死
で
あ
っ
た
。
「
靖
国
神
社
」

の
実
態
は
、
華
々
し
い
戦
闘
の
中

で
の
名
誉
の
戦
死
で
は
な
く
、
飢

餓
地
獄
の
中
で
の
野
垂
れ
死
だ
っ

た
。
「
名
誉
の
戦
死
」
の
真
相
を

明
ら
か
に
…
…
。

（
青
木
書
房
）

『
果
物
往
来
』

永
井
　
安
一

関
西
大
学
商
学
部
を
卒
業
、

会
社
勤
め
六
年
間
の
後
い
わ

ゆ
る
脱
サ
ラ
で
農
業
を
志
し
、
故

郷
の
土
を
踏
ん
だ
彼
は
現
在
、
農

協
の
組
合
長
を
務
め
る
か
た
わ
ら

柑
橘
類
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。
そ

ん
な
経
験
を
つ
づ
っ
た
エ
ッ
セ
イ

集
。

（
文
芸
社
）
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―
今
ま
で
は
。

普
代
中
学
校
卒
業
後
、
東
京
で
大

工
の
仕
事
を
一
年
間
し
ま
し
た
が
、

今
は
地
元
の
㈱
越
戸
商
店
で
働
い
て

い
ま
す
。

―
仕
事
の
内
容
は
。

勤
め
て
か
ら
三
年
に
な
り
ま
す

が
、
主
に
加
工
場
で
魚
の
箱
詰
め
を

し
て
い
ま
す
。

―
職
場
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
。

ミ
ス
を
し
な
い
こ
と
で
す
。

―
今
の
仕
事
に
つ
い
た
理
由
は
。

魚
が
好
き
で
、
市
場
や
加
工
場

で.

働
き
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

―
仕
事
が
休
み
の
日
に
は
何
を
し
て

い
ま
す
か
。

釣
り
を
し
て
い
ま
す
。

―
今
、
し
て
み
た
い
こ
と
は
。

旅
行
で
す
。
世
界
一
周
の
旅
に
出

た
い
で
す
。

―
趣
味
、
特
技
は
。

釣
り
と
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で
す
。
特

に
野
球
が
好
き
で
、
巨
人
は
お
気
に

入
り
の
球
団
で
す
。

―
好
き
な
言
葉
（
信
条
）
は
。

愛
。

―
理
想
の
女
性
像
と
結
婚
は
。

結
婚
は
早
目
に
し
た
い
で
す
。

―
将
来
の
あ
な
た
は
。

普
代
に
い
る
で
し
ょ
う
。

―
こ
れ
か
ら
の
村
に
期
待
す
る
も
の

は
何
で
す
か
。

特
に
こ
れ
と
い
っ
た
も
の
は
な
い

で
す
。
今
の
ま
ま
が
好
き
で
す
。

―
最
後
に
あ
な
た
の
Ｐ
Ｒ
を
。

今
は
、母
親
と
二
人
暮
ら
し
で
す
。

父
親
が
早
く
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
母
親
を
大
事
に
す
る
生
活
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

―
次
回
は
ど
な
た
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
か
。

堀
内
の
北
田
史
人
さ
ん
で
す
。

今回は白井の

須田　俊一さん（27歳）
を紹介します
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う
え

じ
に


